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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成20年10月16日(2008.10.16)

【公開番号】特開2006-320198(P2006-320198A)
【公開日】平成18年11月24日(2006.11.24)
【年通号数】公開・登録公報2006-046
【出願番号】特願2006-222583(P2006-222583)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｊ   3/50     (2006.01)
   Ｈ０２Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ｈ０２Ｊ   3/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｊ   3/50    　　　Ｂ
   Ｈ０２Ｐ   9/00    　　　Ｆ
   Ｈ０２Ｊ   3/38    　　　Ｅ
   Ｈ０２Ｊ   3/50    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月2日(2008.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークに電力を供給する風力発電システムであって、
　上記ネットワークに供給される電力の調整を行うための装置を有する複数の風力発電装
置を備えていて、
　変動する風の状態に起因して変動する上記風力発電装置の有効電力に応じて無効電力を
調整することにより、一定の皮相電力が上記ネットワークに常時供給されるように上記電
力の調整を行うことを特徴とする風力発電システム。
【請求項２】
　上記皮相電力を、Ｓを皮相電力の大きさとし、Ｐを有効電力の大きさとし、Ｑを無効電
力の大きさとすれば、次の式
　　　　Ｓ＝（Ｐ２＋Ｑ２）１／２

により計算することを特徴とする、請求項１に記載の風力発電システム。
【請求項３】
　電力の調整を行うための上記装置が、上記風力発電装置に接続された整流器と、上記整
流器に接続された周波数変換器とを備えていて、上記周波数変換器は該周波数変換器に接
続されたマイクロプロセッサによって制御されることを特徴とする、請求項２に記載の風
力発電システム。
【請求項４】
　ネットワークに電力を供給するウィンドパークであって、
　変動する風の状態により変動する有効電力を生成する少なくとも１つの風力発電機と、
　無効電力供給部と、
　上記風力発電機と上記無効電力供給部とに接続され、上記風力発電装置の変動する有効
電力に応じて無効電力を調整することにより、上記ネットワークに一定の皮相電力を常時
供給する調整装置とを備えていることを特徴とするウィンドパーク。
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【請求項５】
　上記調整装置が、Ｓを一定の皮相電力の大きさとし、Ｐを有効電力の大きさとし、Ｑを
無効電力の大きさとすれば、次の式
　　　　Ｓ＝（Ｐ２＋Ｑ２）１／２

により、上記ネットワークに一定の皮相電力を供給することを特徴とする、請求項４に記
載のウィンドパーク。
【請求項６】
　上記調整装置が、上記少なくとも１つの風力発電機に接続された整流器と、上記整流器
の出力部に接続された周波数変換器と、上記周波数変換器の出力部に接続され、かつ上記
周波数変換器の制御入力部に接続された出力部を有するマイクロプロセッサとを備えてい
て、
　上記マイクロプロセッサが、有効電力に対して互いに相反的な関係をもつように無効電
力を調整することを特徴とする、請求項５に記載のウィンドパーク。
【請求項７】
　上記調整装置が、全電力の増加を求める上記ネットワークの要求に応じて、上記ネット
ワークに対する全電力出力が増加するように有効電力と無効電力とを組み合わせることを
特徴とする、請求項６に記載のウィンドパーク。
【請求項８】
　上記無効電力供給部が容量性の電力供給部を備えていることを特徴とする、請求項４に
記載のウィンドパーク。
【請求項９】
　上記無効電力供給部が誘導性の電力供給部を備えていることを特徴とする、請求項４に
記載のウィンドパーク。
【請求項１０】
　少なくとも１つの風力発電機を有する風力発電装置に接続されたネットワークに一定の
皮相電力を供給する方法であって、
　風力発電機を設けて、変動する風の状態に応じて変動する有効電力を生成する過程と、
　上記風力発電機からの有効電力を整流する過程と、
　整流された有効電力を変換する過程と、
　無効電力を供給する過程と、
　変動する有効電力に応じて無効電力を調整して、一定の皮相電力を上記ネットワークに
常時出力する過程とを含むことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　有効電力に対して互いに相反的な関係をもつように無効電力を調整して皮相電力を一定
にすることを特徴とする、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　上記有効電力及び上記無効電力を、Ｓを皮相電力の大きさとし、Ｐを有効電力の大きさ
とし、Ｑを無効電力の大きさとすれば、次の式
　　　　Ｓ＝（Ｐ２＋Ｑ２）１／２

により調整することを特徴とする、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　上記調整過程が、全電力の増加を求める上記ネットワークの要求に応じて、上記ネット
ワークに対する全電力出力が増加するように有効電力と無効電力とを組み合わせる過程を
含むことを特徴とする、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　ネットワークに電力を供給するための風力発電装置で生成された電力を調整する装置で
あって、
　上記風力発電装置に接続され、変動する風の状態に応じて生成された変動する有効電力
を受け入れて直流電圧を出力する整流器と、
　上記整流器に接続され、上記整流器からの直流電圧を受け入れるとともに、該直流電圧
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を、ネットワークに出力する交流電圧に変換する周波数変換器と、
　上記周波数変換器の出力部に接続され、かつ、上記周波数変換器の制御入力部に接続さ
れた出力部を有する制御装置とを備えていて、
　上記制御装置は、上記周波数変換器を制御して、上記風力発電装置の変動する有効電力
に応じて無効電力を調整することにより一定の皮相電力を上記ネットワークに常時出力し
、
　上記皮相電力は、整流器の出力部における直流電圧からの有効電力と、無効電力供給部
からの無効電力とを含み、
　これらの電力は、Ｓを皮相電力の大きさとし、Ｐを有効電力の大きさとし、Ｑを無効電
力の大きさとすれば、次の式
　　　　Ｓ＝（Ｐ２＋Ｑ２）１／２

を満たすことを特徴とする装置。
【請求項１５】
　上記制御装置が、皮相電力Ｓと有効電力Ｐと無効電力係数と電力勾配ｄＰ／ｄｔとを含
む入力に応じて電流及び位相を制御するとともに、上記ネットワークに供給される電圧を
制御するマイクロプロセッサを備えていることを特徴とする、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　上記制御装置が、全電圧出力の増加を求める上記ネットワークの要求に応じて、上記ネ
ットワークに対する全電圧出力が増加するよう有効電力と無効電力とを組み合わせること
を特徴とする、請求項１４に記載の装置。
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